
応援を力に！地区予選から県大会へ 

特設陸上部の活躍 

 ６月３日（土）は、全国小学生陸上交流大

会 郡山・岩瀬地区予選会が行われ、特設陸

上部の５・６年生が出場し、好成績を収め、

多くの選手が県大会出場を果たしました。 

 

【予選会結果・県大会出場者】 

・６年男子４×１００ＭＲ第１位 

・６年女子４×１００ＭＲ第８位 

・６年女子１００Ｍ第１位大会新記録 

・５年男子１００Ｍ第２位 

・５年男子１００Ｍだ４位 

・ジャベリックボール投げ第５位 

・女子走り幅跳び第７位 

・友好男子１００Ｍ第１位 

・友好女子１００Ｍ第６位 

・５年女子１００Ｍ第１５位 

 上記の選手は、７月９日（日）に福島市と

うほうみんなのスタジアムで開催されます

福島県大会に出場します。さらなる高みを求

めてほしいと思います。 

 特設陸上部の子どもたちの控室での過ご

し方や、脱いだシューズのそろえ方、ジャ

ージのたたみ方等、他校の校長先生方から

立派ですねと褒めていただきました。 

 

特設相撲部の活躍 

 ６月４日（日）には、郡山市相撲場で少年

相撲選手権・わんぱく相撲郡山場所が開催さ

れ団体戦を制し、優勝旗を奪還しました。 

【競技結果・県大会出場者】 

・開成Ａチーム団体戦優勝  

 

・４年生以下の部第３位 

・５年生の部第６位 

・６年生の部第６位 

・無差別の部第８位 

・６年生の部第３位、無差別の部第３位 

 

 上記の選手は、７月２日（日）会津美里町

高田中学校で開催されます県大会に出場し

ます。練習を重ね、心・技・体の益々の充実

を図ってほしいと思います。 

小学校の特設活動の在り方 

「一生懸命なのに・・・」相撲の試合を応援

していたときに、一生懸命なのにかわいそう

な選手がいることに気付きました。 

その選手は、試合に勝っても称賛の拍手が

なく、逆に劣勢になると歓声があがるのでし

た。どうしてなのかと試合を見ていると、勝

ち方に問題があるように思えました。 

その選手は、危険な技や威嚇するような態

度で対戦相手に向かっていき、土俵下に落と

した相手に手を差し出すことも見られず、

「勝ち」だけを求めているようでした。 

私たちは、学校教育の一環として様々な特

設活動を行っています。その中で、子どもた

ちの心の成長も願い「挨拶や礼儀」「友達と

協力すること」「相手をリスペクトすること」

など教えています。「勝つこと」や「良い結

果」だけを求めているのではありません。 

私たちの考えとその選手の指導者の考え

の違いが、試合に表れていたのでした。しか

し、どの子どもも一生懸命なのに違いはあり

ません。そのことを周囲に認めてもらえるよ

うに導くのは指導者の役目だと思います。 
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